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平成２６年度 森林・林業交流研究発表会の開催について

近畿中国森林管理局では、公益的機能の高度発揮のための森林施業、民有林経営への

支援となる林業技術や手法の確立、森林環境教育の推進、民有林・国有林が連携した森

林・林業の再生に向けた取組や業務を通して得た創意工夫の成果の普及・定着を図るた

め、「平成２６年度 森林・林業交流研究発表会」を下記のとおり開催します。

また、当研究発表会は、一般社団法人森林･自然環境技術者教育会（JAFEE）の認定し

た森林分野ＣＰＤプログラムとして公開されています。

記

１ 日程

平成２６年１１月２７日（木）、２８日（金）の２日間

２ 会場

近畿中国森林管理局 大会議室

大阪市北区天満橋１丁目8番75号（大阪環状線「桜ノ宮駅」下車徒歩５分）

３ 発表プログラム

別添、プログラム（案）のとおり。

４ 傍聴ご希望の方は、ホームページよりお申込みください。

http://www.rinya.maff.go.jp/kinki/koho/event/kenkyu_happyou.html



平成２６年度 森林・林業交流研究発表会開催要領

１ 目 的
公益的機能の高度発揮のための森林施業、民有林経営への支援となる林業技術や手法

の確立、森林環境教育の推進、民有林・国有林が連携した森林・林業の再生に向けた取
組や業務を通して得た創意工夫の成果の普及・定着を図る。
また、幅広い関係者等からの発表会への参加を通して、相互の研鑽、交流、連携を深

める。

併せて、研究課題への取組を通して、人材育成に資する。

２ 内 容
公益的機能の高度発揮のための森林施業、低コスト化等を目指した林業技術や手法、

安全衛生意識の高揚、効果的な森林管理、国民参加の森林づくり、民有林・ＮＰＯ等と
連携した取組や森林環境教育の取組、国民視点に立った業務の創意工夫に関するもの。
また、業務における調査・実証による成果やそれらの普及・定着に関するもの。

３ 参加資格

(1) 近畿中国森林管理局の職員

(2) 近畿中国森林管理局管内の府県及び市町村の職員

(3) 近畿中国森林管理局管内の森林・林業関係団体等の職員

(4) 近畿中国森林管理局管内の教育機関の生徒・教職員等

(5) 上記(1)～(4)と共同で研究する者

４ 日程及び会場

(1) 日 程 平成２６年１１月２７日(木)、２８日(金) の２日間

(2) 会 場 近畿中国森林管理局 大会議室

大阪市北区天満橋1-8-75（大阪環状線｢桜ノ宮駅｣下車徒歩 5分）

(3) 発表時間 1課題につき発表12分、質疑応答 3分の計15分。

５ 優秀発表者の表彰

発表内容について審査を行い、優秀な発表者を表彰する。



平成２６年度森林・林業交流研究発表会 審査委員

役 職 所 属 機 関 役 職 氏 名

委員長 独立行政法人森林総合研究所

関西支所 支 所 長 吉永 秀一郎

委 員 京都大学大学院農学研究科森林科学

専攻 森林・人間関係学分野 准 教 授 松下 幸司

〃 独立行政法人森林総合研究所

林木育種センター 関西育種場 場 長 米丸 正則

〃 石川県農林総合研究センター

林業試験場 場 長 片山 健二

〃 兵庫県立農林水産技術総合センター

森林林業技術センター 所 長 松本 聡

〃 近 畿 中 国 森 林 管 理 局

計画保全部長 飯田 喜章

〃 〃

森林整備部長 中西 誠

表 彰

表 彰 名

近畿中国森林管理局長賞 ３点

独立行政法人 森林総合研究所 関西支所長賞 １点

独立行政法人 森林総合研究所 林木育種センター 関西育種場長賞 １点

一般社団法人 日本森林技術協会理事長賞 １点

一般財団法人 日本森林林業振興会会長賞 １点

必要の

森林・林業交流研究発表会審査委員長賞 （特別賞） ある場合



１１月２７日（木）　　平成２６年度　森林・林業交流研究発表会発表会　プログラム（案）
発表
順

開始 終了 発　表　課　題　等 発　表　者

13:15 13:25 開会式

1 13:30 13:45
甦れ！！放置林

－除伐した木材の有効利用－
京都府立北桑田高等学校

○川瀬　慶
   竹村　拓
   山本　空

2 13:47 14:02
つながる

～木のぬくもりを伝える地域交流～
兵庫県立山崎高等学校

○花沢　大輝
○衣笠　未来也
　 福井　陵平
　 福元　一成

3 14:04 14:19 「気比の松原100 年構想」の実現に向けて 福井森林管理署
○藤井　裕樹
○橋本　紅美子

4 14:21 14:36
単木伐採法による複層林上木の全面伐採

－短期二段林施業の可能性を探る－
兵庫森林管理署

○野田　晋一
　 北垣　寛武

5 14:38 14:53 地域と連携した効果的なシカ駆除対策 京都大阪森林管理事務所 　久米村　明

14:53 15:08 休　憩

6 15:08 15:23 馬角山国有林における野兎食害状況と摂食に影響する要因の考察 島根森林管理署 　東　　勇太

7 15:25 15:40
造林地におけるノウサギ被害対策の検討

～第一報　ノウサギ被害の傾向～
近畿中国森林管理局

森林技術・支援センター
○池田　則男
○矢野　宣和

8 15:42 15:57 「マサ土」地域における作業道法面の早期安定について
（独）森林総合研究所
森林農地整備センター
山口水源林整備事務所

○中原　翼
　 楯　貴徳

9 15:59 16:14 気比の松原の整備において発生する木材等の有効利用について 福井森林管理署
○新宮　拓志
　 吉村　博幸

10 16:16 16:31
低コストで効率的な森林バイオマス搬出システムの提案

～林地残材の販売による収入確保の可能性～
　山口森林管理事務所 　寺田　智哉

11 16:33 16:48
森林共同施業団地での試み

　－民国連携の更なる発展を目指して－
広島北部森林管理署 　葛西　陽介

12 16:50 17:05
大山森林生態系保護地域の植生調査報告(中間報告)

－大山森林生態系保護地域保全管理協力員の取組み－
大山森林生態系保護地域保全管理協力員

鳥取森林管理署
○鷲見　寛幸
　 國永　一彦

１１月２８日（金）
発表
順

開始 終了 課　　　　　　題 発　表　者

13 9:05 9:20
これからの森づくりに向けて
～林業大学校での取組～

京都府立林業大学校

○吉田　侑太郎
　 玉野井　秀幸
　 内藤　尊人
　 永尾　光司
　 鍋倉　慎平
　 森本　梓紗

14 9:22 9:37
カワウと人の共生の森プロジェクト　10年の節目を迎えて
～カワウ対策10年の歩みと今後の森林管理について～

滋賀森林管理署 　片桐　亜由美

15 9:39 9:54
大和担当区での、地元大和中学校インターンシップ受入効果の検証につ

いて
（過去の取り組み状況及び意識調査を生かしたインターンシップ実施）

島根森林管理署
○森山　哲弥
　 井谷大輔

16 9:56 10:11 大亀谷国有林における森林環境教育活動について 奈良森林管理事務所
○白木　投和
　 大本　幹雄

17 10:13 10:28 「オオクワガタの棲める森づくり」における森林環境教育の取組について
近畿中国森林管理局

箕面森林ふれあい推進センター
　田中　宏明

10:28 10:38 休　憩

特別
発表

10:38 10:56 根系に注目した樹木の災害抵抗力
兵庫県立農林水産技術総合センター

森林林業技術センター
　藤堂　千景

特別
発表

10:58 11:16
低コスト再造林のためのヒノキコンテナ苗を活用した植栽試験

　　－岡山県新見市での事例－
（独）森林総合研究所

関西支所
　奥田　史郎

特別
発表

11:18 11:36
クロマツ天然下種更新地における密度管理手法の検討

－石川県大聖寺(だいしょうじ)上木(うわぎ)町の加賀海岸国有林の事例－
石川県農林総合研究センター

林業試験場
　池田　虎三

特別
発表

11:38 11:56 検定林調査における地上型3Dレーザースキャナー計測技術の導入試験
（独）森林総合研究所林木育種センター

関西育種場
　河合　慶恵

11:56 13:00 昼　食　休　憩

13:00 13:20
表彰式
講   評

※　○印は代表発表者　

所　　　属

所　　　属
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